






以上の結果から，立神，タコノボリのいずれの測点に 

おいても底泥の表層部分を除去することにより，栄養塩

の溶出フラックスが減少した。立神では底泥を 2cm の厚

さで除去することで，好気条件では DIN が約半分に，P

O4-P が約 5 分の 1 にまで減少し，嫌気条件では DIN が約

半分に，PO4-P が約 3.5 分の 1 にまで減少していた。タ

コノボリでは，立神ほど大きな減少は認められなかった。 

このことは，タコノボリでは立神と比較して分解しにく

い有機物が堆積していると考えられ，先項の１.有機物分

解特性による河川の影響で述べた，難分解性の割合の調

査結果を裏付ける結果と考えられた。  
 

３．アマモを餌料としたナマコの飼育試験 

方法 

餌料として投与したアマモは，英虞湾の湾奥の底泥上

に堆積していた枯死体のアマモを採取し，ホヤ等の付着

生物を取り除いて使用した。ナマコは，近海で漁獲され

た後，4 日間程度，無給餌で飼育された活ナマコ（アカ

ナマコ，平均体重 200g）を使用した。ナマコの体重は 1

尾ずつ水揚げして容器に入れ，５尾分の重量をまとめて

測定した。 

試験区は，対照として海藻（購入した生ヒジキと生モ

ズクの混合物）とナマコ 5 尾を収容した 1 区と，アマモ

とナマコ 5 尾を収容した 2 区の計 2 区とした。飼育期間

は 8 日間で，屋内に設置したアクリル水槽（容量 40L）

に約 27L の海水を入れ，湿重量を測定したナマコ，アマ

モ，海藻を収容し，止水条件でエアレーションを行いな

がら飼育した。換水は 1 日に 1 回行い，飼育水の半量（ 

13L 程度）を 100μメッシュのタモ網で濾しながらサイ

ホンにて抜き取り，流出した海藻，アマモを水槽に戻し

た後，新鮮な濾過海水で補充した。 

試験終了時において，残存していた海藻とアマモを糞

と共に，換水時に使用したタモ網を用いて回収し，湿重

量を測定した。なお，使用したアマモの状態を判断する

ため，試験開始時と終了時のアマモの TC（総炭素），T

N（総窒素）含量を測定した。また 2 区で使用したナマ

コにおいて，体重測定後にアマモ由来と思われる糞を排

泄していたことから，この糞を採取し，TC，TN 含量を

測定した。アマモ，糞の TC，TN 含量の測定には先述の

CN コーダーを用いた。飼育水温の測定は棒状水温計を

使用し，1 日に 1 回，換水後に測定した。 
 

結果と考察 

 飼育期間中の水温は，各試験区とも 11.7～14.2℃の範

囲で推移していた。飼育期間中，ナマコの異常行動，へ

い死は認められなかった。また試験開始の翌日以降，各

区ともナマコの糞が観察された。外観から 1 区の糞は明

らかに海藻由来の糞と思われたが，2 区の糞はアマモ由

来か否かは不明瞭であった。 

飼育期間中のナマコの体重（湿重量）の変化は 2 区，3

区とも 0.1kg／5 尾の減少がみられ,海藻，アマモによる

違いはあまり認められなかった。 

アマモ,海藻の全湿重量の変化を表 1に，アマモのTC，

TN 含量の変化，試験終了時のナマコ糞の TC，TN 含量

を表 2 に示す。 

海藻，アマモの全湿重量は，海藻 44.7g，アマモ 6.0g

の減少が認められ，海藻と較べてアマモはナマコによる

摂食量が少ないと判断された。 

試験に使用したアマモの TC，TN 含量は，TN 16.6 ㎎

／g-dry，TN 1.2 ㎎／g-dry で，CN 比は 13.8 であった。

また，試験終了時に回収したアマモ由来と推測されたナ

マコの糞は，TC 5.8mg／g-dry，TN 0.7 mg／g-dry で C

N 比は 8.3 であった。アマモと比較して，糞の TC，TN

含量が減少していたことから，ナマコの摂食により，ア

マモの炭素，窒素成分がナマコに消化吸収されて減少し

たと推測された。 

以上の結果から，ナマコはアマモを摂食して，アマモ

の成分を消化吸収することが可能と推測されるものの，

海藻と比較すると，ほとんど摂食しないことから，アマ

モ藻場において，ナマコの増殖による枯死アマモの分解，

除去の促進は難しいと判断された。 

 

表1 各区における海藻，アマモの湿重量(g) の変化

開始時 終了時 減少量

１区（海藻） 106.2 61.5 44.7

2区（アマモ） 228.8 222.8 6.0  

表2 TC，TN含量の分析結果

TC TN CN比
アマモ 16.6 1.2 13.8

ナマコ糞 5.8 0.7 8.3

単位：㎎／g-dry 


